
 

 

 

1. 構造について 

マルチバルブのガス取出部は下図のような構造になっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

対象機種：竪型バルク貯槽 300、500、980kg と横型バルク貯槽 300kg のマルチバルブ 
 

このような構造となっておりますので、ガス取出部に調整器を接続する等の配管作業中に誤っ

てエンドキャップを緩めてしまうと、ガス漏れに至るおそれがありますのでご注意ください。 
 
 

2. 調整器取付時の注意について 

調整器を取り付け（又は取外し等）の時は 

以下の点にご注意ください。 

※ガス取出弁は全閉状態にしてください。 

※ユニオンナットの締付け（又は緩め）を 

するときは、エンドキャップの 6 角部に 

スパナ等をかけ固定し、エンドキャップが 

共回りしないようにしてください。 

※調整器を取り付けた後、傾きを修正する 

 場合は、必ずユニオンナットを緩めた後で 

修正してください。 

 ユニオンナットが締め付けられた状態で 

修正作業を行いますと、エンドキャップが 

共回りする原因となり、ガス漏れに至る 

おそれがあります。 
 

 

 

 

 

ガス取出部 

ボディとエンドキャップは

ねじ込み接続となっており、

接着剤塗布による緩み止め

措置を施しております。 

外部シール部 

 メタルタッチ構造に 

 より気密性が保たれて 

 おります。（金属面接触 

 によるシール） 
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－調整器の傾きを修正する場合－ 

①ガス取出弁（ボー 
 ル弁）は全閉状態 
 にする。 ②エンドキャップが 

 共回りしないよう 
 固定する。 

③必ずユニオンナットを緩めてから修正を行う 


